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	一般社団法人ディバースライン
	社員給与規程
	第一章 総則
	第1条　この規程は、一般社団法人ディバースライン（以下「当法人」という。）定款第25条の規定に基づき、当法人の社員に対する給与の決定、計算および支払の方法、締切および支払の時期ならびに昇給に関する定めをすることを目的とする。
	第2条　社員の給与は、社会的水準、会社の支払能力、物価、本人の能力、年齢、勤続、職責などを考慮して決める。
	第3 条　社員の給与は、基準内給与と基準外給与に分け、その構成は次のとおりとする。
	第 4 条　社員の給与は毎月1日より月末までの分を翌月25日に支払う。
	第5条　前条の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する場合は、社員の請求により給与支払日の前であっても既往の就労に対する給与を支払う。
	第 6 条　社員の給与の支払形態は月給制とする。
	第7条　給与締切期間中の中途において、入社または退社した者の当該締切期間の給与は、入社以降または退社までの日数について日割り計算により支給する。
	第 8 条　社員の給与は、本人の希望する金融機関の本人名義口座に振込みを行う。

	第二章 基準内給与
	第9条　基本給は、80,000円とする。

	第三章 基準外給与
	第10条　当法人は、業務上必要と認めた場合には、諸手当を支給することがある。詳細はその都度決定する。

	第四章 昇給等
	第11条　当法人は、社員の職務遂行能力､責任感､企画力､判断力､勤務成績等勘案のうえ、昇給を行うことがある。

	付　　則


